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中城村マスコットキャラクター

農産物朝市開催のお知らせ
日時：4 月 27 日 (日) 9 時～ 12 時
場所：吉の浦会館駐車場

◆今月の主な内容
●平成26年度施政方針… ……………………P2～11
●むらの話題……………………………… P12～13
●ヘルプロ通信・民俗だより……………… P14～15
●こども医療費自動償還のお知らせ………… P16
●中城村子育て支援事業……………………… P17
●村税・国保税のコンビニ収納開始…………… P19
●カレンダー・案内・お知らせ…………… P20～23
●栄養士だより・ゴミ収集のお知らせ………… P24

歴史と自然を肌で感じて
護佐丸ウォークフェスティバル
　2月23日、歴史の道「ハンタ道」を歩く『護
佐丸ウォークフェスティバル in ハンタ道』
が開催されました。（関連記事：24ページ掲載）
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本
定
例
会
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計

予
算
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
が
、
諸
議
案
の
説
明
に
先

立
ち
ま
し
て
、
村
長
と
し
て
の
施
政
方
針

を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

２
期
目
の
当
選
か
ら
早
２
年
を
迎
え

て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の
村
民
の
期
待
を

胸
に
、
常
に
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
村

民
の
た
め
の
村
政
経
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
私
の
村
長
就
任
当
初
の
人
口
が
１
６
，

７
０
０
人
余
、
平
成
26
年
４
月
に
は

１
９
，
０
０
０
人
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
６
年
足
ら
ず
で
２
，
３
０
０
人
余
の

人
口
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
近

年
の
人
口
増
加
率
は
、
県
内
及
び
全
国
に

お
い
て
も
上
位
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
「
住
み
た
い
村
・
住

み
よ
い
村
・
住
み
続
け
た
い
村
」
づ
く
り

を
掲
げ
、
そ
の
思
い
を
各
施
策
と
し
て
展

開
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。　

　

今
後
も
中
城
村
の
魅
力
と
個
性
を
飛

躍
さ
せ
、
更
な
る
村
の
繁
栄
・
発
展
へ
導

く
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
議
員
並
び
に
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

７
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
参
議
院
議
員
選

挙
の
結
果
、
自
民
・
公
明
両
党
で
過
半
数

を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安
倍
政
権
の

政
策
実
現
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
経

済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
効
果
に
よ

り
、
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
経
済
を
脱
却
し

つ
つ
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
回
復

の
兆
し
の
実
感
が
一
部
企
業
や
一
部
地

域
に
限
定
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

全
国
的
な
波
及
に
よ
る
、
地
方
の
景
気
・

経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
地
方
の
個
人

所
得
の
増
加
と
雇
用
拡
大
へ
と
繋
げ
る
、

更
な
る
施
策
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
国

の
経
済
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
、
政
策
・

施
策
と
連
携
し
て
、
地
方
が
や
る
べ
き
こ

と
を
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
な
が
ら

地
域
の
経
済
再
生
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
県
内
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ル
沖
縄
で
取

り
組
み
、
建
白
書
と
し
て
政
府
へ
手
渡
し

た
沖
縄
の
総
意
で
あ
る
「
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
撤
回
と
普
天
間
基
地
の
県
外
移
設
」

が
、
昨
年
末
か
ら
崩
れ
、
県
選
出
自
民
党

国
会
議
員
の
５
議
員
か
ら
は
じ
ま
り
、
自

民
党
県
連
も
選
挙
公
約
を
翻
し
辺
野
古

移
設
の
容
認
を
表
明
、
年
の
瀬
に
は
、
県

知
事
ま
で
も
が
、「
公
有
水
面
埋
め
立
て

申
請
」
を
承
認
し
県
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
実

質
の
辺
野
古
新
基
地
容
認
で
、
県
民
の
思

い
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
年
明
け
の
名
護
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
辺
野
古
移
設
反
対
を
掲
げ
る
現

職
の
稲
嶺
市
長
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
権
力
に
屈
し
な
い
沖
縄
の
思
い
、

沖
縄
の
民
意
を
全
国
に
知
ら
し
め
る
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
を
求
め
る
中

城
村
民
大
会
を
開
催
し
た
我
々
も
、
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
の
尊
厳
を
守
る
た
め
、
今
後

も
引
き
続
き
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
と

普
天
間
基
地
の
県
外
移
設
を
訴
え
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
内
に
お
い
て
平
成
25
年
度
は
、
話
題

の
絶
え
な
い
活
気
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
た
一
年
で
し

た
。
中
城
護
佐
丸
ま
つ
り
に
は
じ
ま
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
験
運
行
な
ど
、
各

事
業
と
も
盛
大
且
つ
盛
況
に
、
目
的
を
達

成
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
継
続
事
業
も
含
め
更

な
る
話
題
を
も
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
繋
が
る
魅
力
あ
る

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
中
城
村
第

四
次
総
合
計
画
」
に
お
い
て
将
来
像
と
し

て
掲
げ
た
「
心
豊
か
な
暮
ら
し
～
住
み
た

い
村
、と
よ
む
中
城
～
」
の
達
成
へ
む
け
、

村
民
と
協
働
で
取
り
組
み
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
中
城
村
の
魅
力
と
個
性
を
さ

ら
に
高
め
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
的
達
成
に
欠
か
せ

な
い
の
が
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、
基
本

配
分
額
４
億
円
、
特
別
配
分
枠
６
億
円
を

活
用
し
た
、
事
業
費
総
額
約
10
億
円
規
模

の
事
業
を
計
画
し
、
本
村
の
振
興
・
発
展

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、（
仮
称
）
護
佐

丸
歴
史
資
料
図
書
館
の
建
設
工
事
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
工
事
が
完
了
し
、
平
成

28
年
供
用
開
始
の
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
キ
ャ
ン
プ
誘

致
な
ど
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
施
設
整
備
事
業
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
村
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
適
正
実
施
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

村
内
外
か
ら
の
住
宅
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
受
け
皿
づ
く
り
と
し
て
、
南
上
原
土

地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
そ
の
進
展
に
伴
い
商
業
施
設

や
病
院
、
幼
保
一
体
の
こ
ど
も
園
な
ど
魅

力
あ
る
新
し
い
街
づ
く
り
が
進
み
、
若
者

世
代
や
子
育
て
世
帯
を
は
じ
め
と
す
る

人
口
が
増
加
し
、
同
時
に
中
城
南
小
学
校

区
域
の
児
童
・
生
徒
の
数
も
増
加
し
ま
し

た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
中
城
南
小
学
校
区
域

の
児
童
数
増
加
に
対
応
す
る
、
増
築
工
事

の
実
施
設
計
に
着
手
し
、
平
成
27
年
度
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
育
て
世
代
へ
の
様
々
な
支

援
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
中

城
村
の
振
興
、
発
展
を
担
う
子
供
達
の
た

め
の
支
援
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

　
ま
た
、
更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
利
便
性
の
向
上
に
よ
り
、「
住
み
た
い

村
、
住
み
よ
い
村
、
住
み
続
け
た
い
村
」

に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　平成 26年第 2回中城村議会が開かれ、平成 26年度の事業、予算案の審議お
よび一般質問などが行われました。議案審議に先立ち今年度の重点施策と主要施
策を明らかにし、平成 26年度の施政方針を述べました。

平成２６年度 
施政方針

１
．は
じ
め
に
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２
．本
年
度
の
重
点
施
策

○ 

護
佐
丸
が
村
を
守
る
グ
ス
ク
整
備
事
業

　

津
波
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
防
災
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
、

防
災
情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に
村
民

等
に
伝
達
す
る
手
段
の
整
備
、
災
害
時

の
食
料
や
物
資
の
備
蓄
、
効
率
的
・
実

働
的
な
災
害
対
策
本
部
の
整
備
、
災
害

関
係
表
示
板
の
設
置
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

○ 

中
城
文
化
ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助

事
業

　
「
保
存
、
継
承
、
発
展
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
中
城
村
文
化
協
会
を
中
心
に
組

踊
「
護
佐
丸
」・民
俗
芸
能・古
典
舞
踊・

古
典
音
楽
な
ど
の
舞
台
発
表
と
書
道
・

絵
画
・
生
花
な
ど
の
展
示
と
に
分
け

た
、
伝
統
文
化
・
芸
能
の
振
興
の
た
め

「
中
城
文
化
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

○ 

第
３
子
以
降
給
食
費
助
成
事
業
・
第

３
子
以
降
保
育
料
無
料
化
事
業

　

少
子
化
対
策
並
び
に
保
護
者
の
経
済

的
負
担
軽
減
の
た
め
、
小
学
校
及
び
中

学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の
う
ち
、

３
人
目
以
降
の
給
食
費
に
つ
い
て

50
％
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
未

就
学
の
子
が
３
人
以
上
い
る
場
合
の

第
３
子
以
降
の
幼
児
の
保
育
料
の
無

料
化
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

○ 

農
業
指
導
員
配
置
事
業
・
青
年
就
農

給
付
金
交
付
事
業

　

農
家
へ
の
巡
回
指
導
や
研
修
会
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、
直
接
農
業
従
事
者
に

接
し
て
、
農
業
経
営
の
改
善
と
技
術
及

び
知
識
の
普
及
と
指
導
を
行
い
、
本
村

農
業
の
課
題
解
決
と
発
展
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
後
継
者
育
成
の
た
め
青
年

層
の
新
規
就
農
者
の
農
業
経
営
開
始

に
あ
た
り
給
付
金
を
支
給
し
農
業
振

興
に
努
め
ま
す
。

○ 

村
道
若
南
線
詳
細
設
計
委
託
事
業

　
２
級
村
道
で
あ
る
若
南
線
は
、
道
路
側

溝
の
未
整
備
に
よ
る
排
水
処
理
に
問

題
が
あ
り
又
、
幅
員
も
１
．
５
ｍ
と
狭

い
た
め
車
両
の
す
れ
違
い
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
た
め
、
側
溝
整
備
と
道
路

幅
員
の
拡
幅
に
よ
っ
て
道
路
の
安
全

性
及
び
利
便
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

○ 

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
活
用

　
久
場
・
泊
地
区
の
市
街
化
編
入
予
定
区

域
の
有
効
な
土
地
利
用
を
図
る
う
え

で
、
重
要
な
村
道
と
な
る
（
仮
称
）
村

道
久
場
前
浜
原
線
の
整
備
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

○ 

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　
住
宅
地
区
・
商
業
地
区
・
公
園
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、
利
便
性
と
快

適
な
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
構
築
を

図
り
、
学
園
都
市
と
し
て
の
街
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
保
留
地
処
分
業
務
に

つ
い
て
も
民
間
企
業
と
の
連
携
を
強

化
し
、
保
留
地
販
売
促
進
に
努
め
ま

す
。

○ 

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
の
活
用

　
※�(

仮
称)

護
佐
丸
歴
史
資
料
図
書
館

整
備
事
業　

　
※
ご
さ
ま
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業

　
※�

中
城
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

　
※�

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
施
設
整
備
事
業
等

３
．部
門
別
主
要
施
策

（
１
）
教
育
・
文
化
の
振
興

幼
児
教
育
と
学
校
教
育
の
充
実

　
幼
児
教
育
や
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
密
に
、
個

性
豊
か
な
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
育
成
に

努
め
、
人
材
育
成
基
金
等
を
活
用
し
、
児

童
生
徒
の
活
動
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
不
可
欠
な

国
際
化
と
情
報
化
に
対
応
す
る
、
国
際
理

解
教
育
推
進
の
た
め
の
外
国
語
指
導
助

手
と
教
育
の
情
報
化
推
進
体
制
構
築
の

た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
補
助
員
を
引
き
続

き
配
置
し
ま
す
。

　
学
力
向
上
推
進
の
一
環
と
し
て
、
小
・

中
学
校
に
お
け
る
「
地
域
学
力
向
上
支
援

事
業
」
及
び
、
中
学
校
に
お
け
る
「
学
習

支
援
事
業
」を
継
続
し
、児
童
生
徒
の「
確

か
な
学
力
」
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。　

　
ま
た
、
国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
と
教

育
委
員
会
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定

に
基
づ
き
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
学
習

支
援
や
教
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
不
登
校
や
い
じ
め
対
策
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
の
た
め
に
、
幼
・
小
・
中
学
校

へ
の
特
別
支
援
員
や
看
護
師
、
教
育
相
談

員
を
配
置
し
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る
た
め

に
、
学
校
の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
と
防

犯
・
防
災
対
応
の
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
避
難
訓
練
や
避
難
経
路
の
確

保
維
持
を
図
り
ま
す
。

　
中
城
南
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
開
校
し

た
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
急
激
な
児

童
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度

は
増
築
工
事
の
実
施
設
計
に
着
手
し
、
平

成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

上
地
区
の
通
学
に
際
し
た
交
通
不
便

の
解
消
、
通
学
路
に
お
け
る
子
ど
も
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
通
学
バ
ス
を
引
き

続
き
運
行
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
教
育
課
程
特

例
校
の
推
進
と
し
て
、
現
在
文
部
科
学
省

に
申
請
し
て
い
る
教
育
特
例
校
に
お
い

て
「
中
城
ご
さ
ま
る
科
」
を
創
設
し
、「
護

佐
丸
・
中
城
城
跡
を
と
お
し
て
歴
史
・
文

化
を
学
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
作
成
し
た

教
材
を
用
い
て
、
村
内
小
学
校
で
地
域
の

歴
史
・
文
化
を
教
え
る
授
業
を
行
い
、
地

域
を
愛
し
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
教
材
や

資
料
を
作
成
す
る
た
め
の
企
画
・
編
集
を

行
い
、
平
成
27
年
度
教
育
課
程
の
中
で
学

べ
る
よ
う
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
の

た
め
重
要
で
あ
る
学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
新
鮮
で
安
心
安
全
な
食
材
の
使
用
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
村
内
の
生
産
者
や
関
係
機
関
と
連
携

し
た
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

給
食
に
地
域
の
特
産
物
を
生
か
し
た
献

立
を
増
や
し
、
正
し
い
食
事
の
あ
り
方
や

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
着
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
豊
か
な
心
を
育
成
し
、
好
ま

し
い
人
間
関
係
を
育
て
る
た
め
各
学
校

と
連
携
し
、
食
育
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

平成26年度　施政方針

（仮称）護佐丸歴史資料図書館
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教
育
に
係
わ
る
各
種
支
援
の
充
実

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
児

童
生
徒
の
各
種
就
学
援
助
事
業
も
継
続
し

て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
補
助
を
継
続
実
施

し
、
村
営
両
幼
稚
園
に
お
い
て
も
「
預
か

り
保
育
」
を
継
続
実
施
し
、
出
生
率
の
向

上
や
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
よ
り
、
村
立
小
中
学
校
及

び
国
立
小
中
学
校
へ
通
学
す
る
児
童
生
徒

が
３
名
以
上
い
る
世
帯
に
対
し
、
給
食
費

の
５
割
を
助
成
す
る
給
食
費
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
・
人
材
育
成
の
推
進

　
社
会
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
婦

人
会
や
村
青
年
会
、
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等

の
各
種
団
体
並
び
に
村
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
の
諸
活
動
を
支
援
し
て
い
く
と

と
も
に
、「
福
岡
県
福
智
町
子
ど
も
会
交

流
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
支
援

い
た
し
ま
す
。
今
年
、
生
涯
学
習
教
室
と

し
て
開
催
し
た
、
自
彊
術
体
操
教
室
の
評

判
も
良
く
、
参
加
者
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
、
各
種
教
室
を

計
画
し
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
の
少
子
化
や
核
家
族
化
、
就
労
形

態
の
多
様
化
、
家
庭
や
地
域
の
子
育
て
機

能
の
低
下
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度
に
お

き
ま
し
て
も
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進

事
業
」、「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」、「
中

城
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
育
成
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
海
外
短

期
留
学
派
遣
事
業
」
は
、
昨
年
度
増
員
し

た
派
遣
人
数
の
９
名
を
維
持
し
事
業
の
継

続
を
図
り
ま
す
。
ま
た
小
・
中
学
生
Ｅ
Ｓ

Ｌ
キ
ャ
ン
プ
、
千
葉
県
旭
市
児
童
交
流
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
実
施
し
人

材
育
成
に
努
め
ま
す
。

（
仮
称
）
護
佐
丸
歴
史
資
料
図
書
館
整
備

事
業
の
推
進

　
歴
史
資
料
館
、
図
書
館
、
防
災
施
設
の

３
つ
の
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
（
仮
称
）

護
佐
丸
歴
史
資
料
図
書
館
に
つ
て
は
、
平

成
26
年
度
よ
り
建
設
工
事
に
着
手
し
、
平

成
28
年
開
館
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
歴
史
資
料
館
は
、
常
設
展
示
・
企
画
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
護
佐
丸
の
活
躍
し

た
時
代
を
中
心
に
小
・
中
学
生
に
も
分
か

り
易
い
琉
球
史
の
展
示
を
行
い
、
図
書
館

は
ア
ダ
ル
ト
ス
ペ
ー
ス
・
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
・
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
施
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
災
害
の
際
の
避
難
場
所
と
し
て
の
目

的
も
有
し
、
防
災
物
資
な
ど
の
備
蓄
も

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　
体
育
振
興
に
つ
い
て
は
、
村
体
育
協
会
、

吉
の
浦
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
少
年
野

球
連
盟
へ
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
中
学
校
部
活

指
導
員
に
対
し
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
一
括
交
付
金
を
活
用
し

た
観
光
客
誘
客
・
キ
ャ
ン
プ
誘
致
事
業
に

お
い
て
、
ガ
ン
バ
大
阪
と
横
浜
Ｆ
Ｃ
の
Ｊ

１
、
Ｊ
２
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
の

誘
致
に
成
功
し
、
キ
ャ
ン
プ
開
催
も
大
盛

況
で
大
成
功
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
何
よ
り
も
本
村
の
子
供
た
ち
が
間
近

で
プ
ロ
の
技
を
観
戦
し
な
が
ら
交
流
を
持

て
た
事
が
最
大
の
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
の
継

続
誘
致
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
施
設
の
充

実
を
図
る
た
め
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
設

を
行
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
村
民

に
開
放
し
多
様
な
利
用
方
法
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ご
さ
ま
る
陸
上
競
技
場
の
適
正
な
芝
管

理
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
で
県
内
屈
指
の

サ
ッ
カ
ー
仕
様
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
芝
管
理
の

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

は
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
へ
の
利
用
、
村

民
の
体
力
・
元
気
づ
く
り
へ
の
利
用
な

ど
、
利
用
形
態
に
あ
っ
た
運
営
に
努
め
な

が
ら
、
更
な
る
機
能
強
化
と
利
便
性
向
上

の
た
め
、
村
民
体
育
館
の
ト
イ
レ
と
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
の
改
築
を
行
い
ま
す
。

　
吉
の
浦
公
園
は
村
内
外
の
保
育
所
・
幼

稚
園
の
遠
足
や
各
種
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
憩
い
の
場

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
施
設
は
20
年
以

上
経
過
し
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
施
設
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
計
画
的
に
修
繕
や
再
整

備
を
行
い
適
正
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

中
城
城
跡
保
存
整
備
・
文
化（
財
）の
振
興

　
世
界
遺
産
『
中
城
城
跡
』
は
現
在
、
国・

県
の
補
助
を
受
け
、
保
存
整
備
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
26
年

度
も
引
き
続
き
、
保
存
整
備
、
発
掘
調
査

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歴
史
の
道
（
ハ
ン
タ
道
）
に
つ
き
ま
し

て
平
成
26
年
度
は
、
整
備
を
実
施
し
た
区

間
の
う
ち
、「
新
垣
区
間
」
と
「
ペ
リ
ー

の
旗
立
岩
」、「
県
営
公
園
内
」
の
３
か
所

を
「
歴
史
の
道
」
と
し
て
国
の
指
定
を
受

け
る
準
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
振
興
の
面
で
は
、「
第
９

回
中
城
文
化
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
中
城
村
文
化
協
会
や
グ
ス
ク
の
会

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、開
催
し
て
い
る
「
わ

か
て
ぃ
だ
を
見
る
集
い
」
も
継
続
し
て
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
村
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
「
安
里
の
ム
ラ
ガ
ー
」
な
ど
、
村
指

定
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
保
健
・
福
祉
の
充
実

母
子
保
健
の
充
実

　
妊
婦
健
診
及
び
乳
幼
児
健
診
の
重
要
性

を
啓
発
し
、
妊
婦
と
子
の
健
康
管
理
と
保

健
指
導
、
保
健
相
談
や
栄
養
指
導
等
に
努

め
、
妊
娠
期
に
お
け
る
疾
病
の
予
防
、
早

期
発
見
及
び
出
産
後
の
母
と
子
の
健
康
管

理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
助
産
師

に
よ
る
新
生
児
家
庭
訪
問
や
母
子
保
健
推

進
員
に
よ
る
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

事
業
の
実
施
、
小
さ
く
生
ま
れ
た
子
と
母

サッカーキャンプ（ガンバ大阪）

中城文化まつり

中城村マスコットキャラクター
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の
健
康
管
理
及
び
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
訪
問
指
導
及
び
養
育
医
療
費
の

給
付
に
よ
り
、
母
と
子
の
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

成
人
保
健
の
充
実

　
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と
し
て
重
要
で

あ
る
特
定
健
診
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

環
境
を
整
え
る
た
め
、
40
歳
以
上
に
お
け

る
特
定
健
診
及
び
若
年
層
の
20
歳
～
39
歳

の
住
民
健
診
に
お
け
る
自
己
負
担
（
１
，

０
０
０
円
）
の
無
料
化
な
ど
に
よ
り
受
診

率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
健
診
に
お
け
る
骨
粗
し
ょ

う
症
検
査
及
び
各
種
が
ん
検
診
（
肺
が
ん
、

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
）、
婦
人
検
診
に
お

け
る
子
宮
頸
が
ん
及
び
乳
が
ん
検
診
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
個
別
通
知
に
よ
る
受

診
勧
奨
を
図
り
、
病
気
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
努
め
ま
す
。

　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
な
ど
の
健
康
教
室
を
開
催
し
、
健

康
に
関
す
る
知
識
、
食
生
活
の
改
善
、
運

動
指
導
に
よ
る
意
識
の
改
善
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
健
康
生
活
推
進
員
を
活
用

し
た
食
生
活
改
善
の
推
進
を
図
る
た
め
、

い
っ
ぺ
ー
ま
ー
さ
ん
栄
養
教
室
や
ふ
れ
あ

い
事
業
に
お
け
る
調
理
実
習
を
実
施
し
、

自
主
的
に
食
に
よ
る
健
康
管
理
が
で
き
る

よ
う
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
の
充
実

　
「
地
区
ふ
れ
あ
い
事
業
」
も
12
地
区
ま

で
増
え
て
お
り
、
高
齢
者
へ
の
健
康
教
育・

健
康
相
談
の
支
援
を
継
続
し
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
福
祉
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
高
齢
者
福
祉
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、
介
護
保

険
事
業
、
介
護
予
防
事
業
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
村
直
営
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
た
体
制
を
整

え
、
村
民
に
対
し
介
護
予
防
知
識
の
普
及

を
行
い
、
一
次
予
防
事
業
と
な
る
「
と
よ

む
ち
ょ
筋
教
室
」
を
各
公
民
館
で
実
施
し
、

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
次
予
防
事
業
と
し
て
、
村
内
介
護
保

険
事
業
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
未
利
用
の
要
介
護
認
定
者
へ
訪

問
指
導
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
周

知
し
、
本
人
や
家
族
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
支
援
と

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金
や
地
域

敬
老
会
事
業
補
助
金
、
敬
老
祝
い
金
の
支

給
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
生
活
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

時
代
と
な
り
、
心
の
病
で
苦
し
む
方
々
が

多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
病
気
や

生
活
面
、
対
人
関
係
、
負
債
な
ど
の
原
因

に
よ
っ
て
、
う
つ
症
状
な
ど
を
発
症
し
、

自
殺
に
至
る
ケ
ー
ス
が
全
国
的
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
自
殺
予
防
対
策
事
業
と
し
て
、
講
演
会

や
予
防
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
い

の
ち
の
電
話
の
周
知
な
ど
を
行
い
、
心
の

ケ
ア
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
児
（
者
）
福
祉
の
充
実

　
障
が
い
児
（
者
）
数
は
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、障
害
の
内
容
も
様
々
で
、ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
総
合

支
援
法
及
び
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
を
は
じ
め
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
作
成
の
基
盤
整
備
を

強
化
し
、
障
害
福
祉
制
度
に
関
す
る
知
識

の
普
及
を
図
り
つ
つ
、
相
談
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
発
達
の
気
に
な
る
子
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
心
理
相
談
員
を
配
置
し
、

未
就
学
児
か
ら
の
早
期
の
支
援
を
実
施
し

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

充
実

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
社
会
保
障
及

び
国
民
保
険
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い
制
度

で
あ
り
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
保
険
税
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
収
納
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
、
納
付
の
利
便
性
の
向
上

と
保
険
税
の
徴
収
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
医
療
費
の
適
正
化
及
び
保

健
事
業
に
よ
る
医
療
費
の
削
減
な
ど
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
は
、

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
と
連
携

し
、
適
切
な
医
療
の
給
付
な
ど
を
行
う
た

め
、
住
民
へ
の
制
度
の
周
知
及
び
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
疾
病
の
予
防
及
び

早
期
発
見
、
早
期
対
策
に
よ
る
健
康
保
持
、

増
進
を
図
る
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

及
び
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
受

診
勧
奨
を
図
り
、
疾
病
の
予
防
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
充
実

　
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加
し
、
村
民

生
活
の
安
定
と
村
民
福
祉
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
村
民
皆
年
金
の

確
立
に
向
け
て
は
、
保
険
料
の
未
納
者
解

消
や
納
付
相
談
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
保
険
料
の
減
免
申
請
な
ど
の

相
談
業
務
や
広
報
活
動
の
充
実
も
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

　

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
医
療
費
助
成
の
受
給
方
法
を
自

動
償
還
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
及
び
手
続
き
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。

　

感
染
に
よ
る
発
病
や
重
症
化
の
予
防
、

ま
た
感
染
症
の
ま
ん
延
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
法
律
に
基
づ
い
た
各
種
定
期
予
防

接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
し
て
、
村
立
保
育
所
に
加
え

平
成
25
年
度
よ
り
３
つ
の
法
人
認
可
保
育

園
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
待
機
児
童
対
策
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
法
人
認
可
保

育
園
に
お
い
て
も
、
特
別
支
援
を
要
す
る

保
育
の
実
施
や
延
長
保
育
に
も
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
運
営
補
助
も

継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

く
の
子
育
て
中
の
親
子
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
毎
月
１
回
の
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
を

開
催
し
、
発
達
面
で
気
に
な
る
子
へ
の
支

援
も
継
続
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
健
全
な
遊
び
の
場
を
提
供

す
る
な
か
よ
し
児
童
館
は
、
児
童
生
徒
の

利
用
も
増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
内
容
の

ヘルスアップ教室
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充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
も
待
機
児
童
世
帯

助
成
事
業
を
継
続
し
、
第
３
子
以
降
保
育

料
無
料
化
事
業
、
認
可
外
保
育
施
設
へ
の

安
全
対
策
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
、
す
こ
や
か
保
育
事
業
、
病
後
児
保

育
事
業
に
加
え
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
も
継
続
し
、
一
時
的
な
預

か
り
や
保
育
所
な
ど
へ
の
送
迎
が
で
き
る

育
児
支
援
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
内
の
４
学
童
ク
ラ
ブ
で
組
織
す
る
学

童
保
育
連
絡
協
議
会
に
補
助
を
行
い
、
学

童
に
お
け
る
保
育
の
充
実
を
支
援
い
た
し

ま
す
。

　
社
会
問
題
化
し
て
い
る
児
童
虐
待
の
防

止
に
つ
き
ま
し
て
は
、
要
保
護
児
童
対
策

協
議
会
を
設
置
し
、
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ

な
い
児
童
の
た
め
に
、
生
活
相
談
・
指
導

や
支
援
策
を
関
連
機
関
と
連
携
し
進
め
て

お
り
ま
す
。
児
童
相
談
員
の
配
置
で
、
通

報
へ
の
対
処
、
訪
問
、
関
係
機
関
と
の
対

策
会
議
を
行
い
、
要
保
護
児
童
や
そ
の
家

族
の
支
援
を
進
め
早
期
対
策
を
図
り
ま

す
。

地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進

　
村
民
の
地
域
福
祉
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
や
取
り
組
み
は
、
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
繋
が
り
ま
す
。

　
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
や
地
域
防
災
、
要

援
護
者
支
援
な
ど
は
、
民
生
委
員
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
福
祉
団
体
に
加
え
、
地
域

が
自
主
的
に
取
り
組
む
自
治
会
活
動
と
も

連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

地
域
福
祉
等
推
進
特
別
支
援
事
業
で
、

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
事
業
や
地
域
支
え
合

い
事
業
を
展
開
し
、
低
所
得
者
支
援
や
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

保
険
・
福
祉
に
係
わ
る
各
種
支
援
の
充
実

　
ひ
と
り
親
家
庭
は
、
児
童
の
養
育
や
健

康
面
の
不
安
な
ど
、
生
活
の
中
に
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
経
済
的
支
援
や
相

談
支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
母
子
及

び
父
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
や
児
童

扶
養
手
当
制
度
の
活
用
促
進
、
母
子
家
庭

の
母
の
就
業
支
援
、
母
子
寡
婦
福
祉
貸
付

金
な
ど
の
生
活
相
談
を
図
る
と
と
も
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
学
童
ク
ラ
ブ
費
助
成
事
業

も
継
続
し
、
保
護
者
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
の
経
済
構
造
の
激
変
は
、
村
民
に

大
き
な
生
活
不
安
の
発
生
と
生
活
困
窮
世

帯
の
増
加
を
招
い
て
お
り
ま
す
。
失
業
な

ど
の
経
済
面
や
身
体
的
健
康
面
か
ら
の
生

活
困
窮
が
認
め
ら
れ
、
生
活
保
護
制
度
の

活
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
世
帯
が
あ
り
ま

す
。
最
低
限
の
生
活
を
営
む
た
め
に
も
、

制
度
の
周
知
と
申
請
な
ど
の
相
談
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
税
増
税
に
伴
う
１
年
限
り
の
措
置

と
し
て
、
村
民
税
が
非
課
税
且
つ
課
税
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方
々
に
対
し
て
、

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
16
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
子

育
て
世
帯
に
対
し
て
は
、
臨
時
特
例
給
付

金
給
付
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

（
３
）
産
業
の
振
興

農
業
の
振
興

　
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
農
業
用
近

代
化
施
設
の
導
入
に
よ
る
農
作
業
の
省
力

化
と
農
業
構
造
の
改
善
、
農
村
環
境
の
整

備
、
生
産
組
織
育
成
補
助
金
な
ど
の
支
援
、

生
産
農
家
及
び
生
産
組
織
の
育
成
、
農
業

の
担
い
手
の
確
保
と
育
成
、
新
規
就
農
者

へ
の
青
年
就
農
給
付
金
に
よ
る
支
援
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
の
改
善
と
技
術
及
び

知
識
の
普
及
と
指
導
を
行
う
た
め
、
農
業

指
導
員
を
配
置
し
、
生
産
者
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
更
に
、
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び

の
振
興
策
と
し
て
、
病
害
虫
の
防
除
・
優

良
種
苗
の
安
定
確
保
普
及
等
に
努
め
ま

す
。

　
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
よ
る
農
産
物
被

害
を
受
け
た
生
産
者
へ
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
渇
水
対
策
と
し
て
、
農
業
用
水
確
保
の

た
め
の
水
利
施
設
（
井
戸
、
ボ
ー
リ
ン
グ

施
設
）
の
設
置
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処

理
費
用
の
補
助
を
行
い
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
不
法
投
棄
の
防
止
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
促

進
と
環
境
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
土
地
所
有
者

な
ど
に
働
き
か
け
、
農
地
の
貸
し
手
の
確

保
を
行
い
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積

を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
て
、
新
た
な

農
産
物
や
特
産
物
を
官
民
共
同
等
で
研
究

開
発
が
図
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
用
排
水
路
に
つ
い
て
は
、
堆
積
土

砂
の
排
除
な
ど
維
持
管
理
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
久
場
地
区
土
砂
崩
壊
防
止
事
業

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
も
継
続
し
て

工
事
を
行
い
、
平
成
26
年
度
中
の
事
業
完

了
の
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

　
水
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
漁
業
組

合
育
成
補
助
金
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
改

善
に
取
り
組
む
漁
業
者
へ
の
支
援
と
し
て

漁
具
購
入
費
の
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進
す

る
た
め
、
漁
業
組
合
と
連
携
し
た
沿
岸
漁

場
へ
の
放
流
事
業
を
推
進
し
、
水
産
資
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。
平
成
25
年
度
で
完

了
し
た
中
城
浜
漁
港
の
再
整
備
事
業
は
、

今
後
、
機
能
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
も
と

づ
い
た
、
保
全
工
事
の
事
業
採
択
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
業
の
振
興　

　
家
畜
の
伝
染
性
疫
病
の
予
防
及
び
ま
ん

延
を
防
ぐ
た
め
、
家
畜
飼
養
箇
所
の
把
握
、

ワ
ク
チ
ン
注
射
、
検
査
な
ど
の
予
防
を
行

い
、
畜
産
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
円
滑
な
運
営
確
保
に
向
け
た

支
援
と
商
工
業
者
の
経
営
改
善
、
財
政
基

盤
の
強
化
及
び
地
域
活
性
化
と
連
動
し
た

組
織
活
動
の
展
開
を
図
る
た
め
、
平
成
26

年
度
も
村
商
工
会
に
対
し
て
補
助
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
勤
労
者
の
福
利
厚
生

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
の
安
定

と
勤
労
意
欲
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

と
中
小
企
業
の
振
興
に
努
め
て
、
中
小
企

業
で
働
く
勤
労
者
及
び
事
業
主
を
継
続
し

て
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

観
光
の
振
興

　
平
成
25
年
の
沖
縄
県
へ
の
入
域
観
光
客

数
が
前
年
実
績
９
．
９
％
の
増
加
（
沖
縄

県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
政
策
課
、

中城村マスコットキャラクター
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平成26年度　施政方針

平
成
26
年
１
月
発
表
）
と
同
様
に
中
城
城

跡
の
入
客
数
も
対
前
年
比
33
．
７
％
の
増

と
大
き
く
伸
び
、
述
べ
１
１
７
，
２
４
７

人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
中
城
城
跡
は
、
本
村
の
シ
ン

ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
、
観
光
拠

点
と
し
て
、
保
存
整
備
事
業
や
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
城
跡
を
中

心
と
し
た
観
光
振
興
を
目
指
し
観
光
客
の

誘
客
に
努
め
ま
す
。
更
に
、
風
光
明
媚
な

立
地
条
件
を
活
用
し
た
夜
間
イ
ベ
ン
ト
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
城
跡
観
光
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
外
国
人
に
も
対
応
で

き
る
文
化
財
の
案
内
と
解
説
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
を
致
し
ま

し
た
。
平
成
26
年
度
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
内

容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
さ
ま
る
陸
上
競
技
場
を
活
用

し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
誘

致
活
動
に
も
取
り
組
み
、
更
な
る
観
光
誘

客
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
交
流
型
観
光
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
民
泊
事
業
を
継
続
し
て
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

特
産
品
の
開
発
・
販
売

　
特
産
品
開
発
に
取
り
組
む
個
人
や
組
織

に
対
し
て
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
護
佐
丸
」
を
活
用
し
、
特
産
品
の
普
及

販
売
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
ご
さ
ま
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
ひ
と
つ
で

あ
る
冷
凍
粉
砕
し
た
食
材
を
も
と
に
新

た
な
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

企
業
誘
致
の
促
進

　
沖
縄
電
力
吉
の
浦
火
力
発
電
所
の
営
業

運
転
に
伴
い
、
発
電
所
の
維
持
管
理
な
ど
、

電
力
関
連
会
社
の
立
地
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
地
元
企
業
の
利
活
用

と
地
域
雇
用
の
創
出
を
要
請
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら

れ
る
「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」
の

地
域
指
定
や
「
沖
縄
県
中
南
圏
域
産
業
活

性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、観
光
リ
ゾ
ー

ト
・
物
流
関
連
・
情
報
関
連
・
地
域
資
源

等
活
用
関
連
産
業
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

雇
用
対
策

　
現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
に
鑑
み
、
企
業

の
雇
用
採
用
控
え
で
失
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
中
高
年
・
若
年
層
の
失
業
者
に
対
し

て
、
就
業
機
会
の
創
出
を
図
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
就
業
情
報
の
提
供
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
年
退
職
後
等
の
高
年
齢
者
に

対
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
仕
事
を
提
供

し
、
高
年
齢
者
の
「
生
き
が
い
」「
働
く

喜
び
」「
健
康
の
維
持
」「
社
会
参
加
」
の

促
進
を
図
る
た
め
、「
中
城
村
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
を
支
援
い
た
し

ま
す
。

吉
の
浦
火
力
発
電
所
と
の
連
携

　
沖
縄
電
力
と
連
携
の
も
と
地
域
住
民
の

安
全
対
策
を
最
優
先
に
考
え
、
地
元
住
民

の
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
村
・
地
元
・
沖
縄
電
力
に
お
い
て

円
滑
な
連
絡
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
の
検

討
　
沖
縄
電
力
吉
の
浦
火
力
発
電
所
の
稼
働

に
伴
い
、
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
冷
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
を
図
る
た
め
、
琉

球
大
学
と
中
城
村
が
締
結
し
た
包
括
連
携

協
定
に
も
と
づ
き
「
ご
さ
ま
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
液
化
さ
れ
た
天

然
ガ
ス
を
ガ
ス
に
気
化
す
る
際
に
発
生
す

る
廃
熱
を
利
活
用
し
た
、
地
域
振
興
と
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
工
業
ガ
ス
製
造
、
凍
結
粉

砕
、
超
低
温
冷
凍
倉
庫
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

製
造
な
ど
の
可
能
性
調
査
を
検
討
し
、
中

城
村
の
農
産
物
の
凍
結
粉
砕
に
よ
る
実
証

実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

は
、
凍
結
粉
砕
に
よ
る
実
証
実
験
に
基
づ

き
、
事
業
者
と
連
携
し
商
品
開
発
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
都
市
基
盤
・
生
活
環
境
の
整
備

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

　
平
成
26
年
度
は
、
琉
球
大
学
側
の
既
成

市
街
地
の
築
造
工
事
、
物
件
の
移
転
補
償

な
ど
、
約
３
億
９
千
万
円
の
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
地
区
内
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
住

宅
建
築
も
増
加
し
て
お
り
、
平
成
25
年
は
、

91
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
25
年

４
月
に
中
城
南
小
学
校
開
校
、
平
成
26
年

５
月
に
糸
蒲
公
園
が
供
用
開
始
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
平
成
26
年
10
月
に
は
上
村
病

院
が
開
院
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
更
な
る

人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
良

好
な
居
住
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

保
留
地
処
分
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
26
年
２
月
現
在
、
全
体
の
70
％
、

45
億
３
千
万
円
を
処
分
し
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
度
に
お
い
て
も
、
沖
縄
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
・
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
連

携
し
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、
ま
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
保
留
地
情
報
の
発

信
を
行
い
保
留
地
販
売
促
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。	

住
宅
政
策

　
本
村
は
地
形
的
に
台
地
地
域
と
平
坦
地

域
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
台
地
地
域
に
お

き
ま
し
て
は
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
り
、
人
口
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
平
坦
地
域
に
お
き
ま
し
て
は

地
域
の
す
べ
て
が
市
街
化
調
整
区
域
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
口
も
横
ば
い

の
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
平
坦
地
域
に
お
け
る
人
口
増
加

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

都
市
計
画
法
第
34
条
第
11
号
並
び
に
第
12

号
の
緩
和
区
域
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
村

内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
農
住
政
策
の
一
環
と
し
て
県

と
優
良
田
園
住
宅
制
度
や
そ
の
他
の
住
宅

政
策
の
可
能
性
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

5 月に供用開始予定の糸蒲公園（南上原）

中城城跡のライトアップ
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公
園
の
整
備

　
吉
の
浦
公
園
を
は
じ
め
村
内
の
都
市
公

園
施
設
を
、
公
園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
維
持
・
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
上
原
糸
蒲
公
園
が
平
成
26
年

度
か
ら
供
用
開
始
を
い
た
し
ま
す
。
更
に
、

南
上
原
土
地
区
画
整
理
地
区
内
街
区
公
園

に
つ
き
ま
し
て
も
、
計
画
の
７
ヶ
所
中
、

５
ヶ
所
は
整
備
済
み
で
、
残
り
２
ヶ
所
に

つ
い
て
も
計
画
的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

道
路
、
河
川
、
排
水
路
の
整
備

　
道
路
や
集
落
環
境
の
整
備
は
、
年
次
的

に
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
26
年
度
に

つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
登
又
地
内
に

お
け
る
村
道
中
城
城
跡
線
改
良
事
業
の
用

地
買
収
、
物
件
補
償
を
実
施
し
ま
す
。
平

成
26
年
２
月
末
現
在
で
の
用
地
買
収
に
つ

き
ま
し
て
は
、
約
85
％
、
工
事
に
関
し
ま

し
て
は
約
42
％
の
進
捗
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
28
年
度
事
業
完
了
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

久
場
・
泊
地
域
の
道
路
整
備
と
し
て
、

（
仮
称
）
久
場
前
浜
原
線
の
整
備
に
着
手

し
、
久
場
・
泊
地
域
の
市
街
化
区
域
の
編

入
も
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
新
規
採
択
事
業
と
し
て
、
村
道
若

南
線
道
路
改
良
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
村
道
、
農
道
、
河
川
、
排
水
路
の
維
持

管
理
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
た
め
、
集
落
内
の
道
路
・
排
水

路
な
ど
、
地
域
が
協
同
で
整
備
で
き
る
部

分
は
、
資
材
を
提
供
す
る
地
域
支
援
事
業

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

25
年
度
に
採
択
し
た
農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業
に
も
と
づ
き
、
当
間
土
地
改
良
地
区

の
農
道
舗
装
を
平
成
26
年
度
も
継
続
し
て

順
次
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

上
水
道
の
整
備

　
上
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南

上
原
土
地
区
画
整
理
地
区
及
び
中
城
城
跡

線
に
お
い
て
道
路
整
備
の
進
捗
に
合
わ
せ

て
、
新
設
の
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
し
、

屋
宜
地
区
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
配

水
管
の
布
設
替
え
工
事
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　
上
水
道
の
整
備
に
よ
り
、
安
心
、
安
全

で
安
定
し
た
水
道
の
供
給
を
目
指
し
な
が

ら
、
有
収
率
の
向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

下
水
道
の
整
備

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
南
上
原
土
地
区
画

整
理
地
内
の
下
水
道
管
布
設
工
事
及
び
詳

細
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
の
下
水
道
の
接
続
可
能
区
域
は
、

字
伊
集
～
字
添
石
及
び
南
上
原
土
地
区
画

整
理
地
内
の
一
部
区
域
１
４
２
ha
が
供
用

開
始
を
行
っ
て
お
り
、
使
用
可
能
世
帯
数

２
，
２
８
９
世
帯
に
対
し
て
使
用
世
帯
が

６
８
０
世
帯
で
、
接
続
率
は
29
．
７
％
と

県
内
で
も
、
依
然
低
い
接
続
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
接
続
可
能
区
域
に
お
い
て
は
、
下
水
道

接
続
が
住
民
の
義
務
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
下
水
道
法
及
び
中
城
村
下
水
道

条
例
に
基
づ
き
、
接
続
可
能
区
域
の
住
民

の
方
々
へ
下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
で
あ

る
こ
と
を
周
知
徹
底
し
、
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
の
観
点

か
ら
、
下
水
道
の
必
要
性
に
つ
い
て
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、「
中
城
村
公
共
下
水

道
接
続
促
進
補
助
金
制
度
」
の
周
知
も
併

せ
て
行
い
、
接
続
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

緑
化
の
推
進

　
森
林
は
、
村
土
の
保
全
や
地
下
水
の
保

水
機
能
、
大
気
の
浄
化
作
用
を
有
し
、
人

間
生
活
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
保
全
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

沖
縄
の
県
花
で
あ
る
デ
イ
ゴ
の
保
全
の
た

め
病
害
虫
対
策
を
行
い
、
更
に
自
治
会
や

地
域
へ
の
緑
化
事
業
も
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実

　
平
成
25
年
度
国
土
交
通
省
補
助
事
業
を

活
用
し
て
、
本
村
に
お
け
る
公
共
交
通
の

状
況
調
査
や
利
用
実
態
、
住
民
や
交
通
弱

者
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
公
共
交
通

の
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
新
た
な
公
共

交
通
手
段
の
導
入
へ
の
足
掛
か
り
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
験
運
行
を
行
い

ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
昨
年
の
実
験
運
行
の

結
果
と
住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
反
映
し
た
、

数
ヵ
月
の
実
証
運
行
を
行
う
た
め
に
「
過

疎
集
落
等
自
立
再
生
対
策
事
業
」
や
「
地

域
公
共
交
通
調
査
等
事
業
」
な
ど
の
補
助

事
業
の
採
択
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
安
全
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
25
年
９
月
、
村
内
に
お
い
て
２
件
の

二
輪
車
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
た

め
、
二
輪
車
交
通
事
故
抑
止
総
決
起
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
年
々
村
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
・
協
力
を
得
な
が
ら
、
春
・
夏
・

秋
・
年
末
年
始
の
年
４
回
の
交
通
安
全
運

動
を
展
開
し
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
・
反

社
会
性
を
周
知
す
る
た
め
の
広
報
誌
・
ポ

ス
タ
ー
・
防
災
無
線
な
ど
を
活
用
し
た
飲

酒
運
転
根
絶
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
道

路
維
持
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
実
施

し
、
道
路
維
持
管
理
の
徹
底
と
図
り
、
反

射
鏡
、
街
灯
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
、
交

通
安
全
施
設
を
設
置
し
、
危
険
箇
所
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

中
城
ら
し
い
風
景
づ
く
り

　
平
成
22
年
度
よ
り
中
城
の
顔
づ
く
り
と

し
て
、
特
色
あ
る
街
並
を
形
成
す
る
た
め

景
観
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
26
年
度
は
、
村
民
、
事
業
者
、

行
政
等
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
景
観
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
共
有
で
き
る
目
標
や
方

向
性
を
示
す
た
め
、
条
例
制
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
対
策
と
環
境
衛
生
の
向
上

　
近
年
の
人
口
増
と
産
業
活
動
の
進
展
に

伴
い
、
ご
み
の
排
出
量
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
及
び
分
別
収
集
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
処
理
の
効
率
化

コミュニティバス実験運行

下水道接続パレード

中城村マスコットキャラクター
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平成26年度　施政方針

や
再
資
源
化
に
努
め
、
生
活
環
境
の
保
全

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
城
村
は
豊
か
な
自
然
を
有
す

る
反
面
、
山
野
や
民
家
の
少
な
い
地
域
へ
、

ご
み
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
た

め
、
特
に
不
法
投
棄
の
多
発
す
る
場
所
へ

の
監
視
カ
メ
ラ
等
の
設
置
を
進
め
る
と
と

も
に
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
も
継
続

的
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
排
水
に
関
し
て
は
、
快
適
な
住
環

境
の
整
備
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、
公
共

下
水
道
の
整
備
や
住
宅
用
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
者
へ
の
補
助
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　

人
口
の
増
加
や
生
活
環
境
の
多
様
化
、

事
業
活
動
の
進
展
等
に
伴
い
、
ご
み
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ご
み
を
減
ら
す（
リ

デ
ュ
ー
ス
）・
繰
り
返
し
使
う
（
リ
ユ
ー

ス
）・
再
資
源
化
す
る
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
３
Ｒ
及
び
適
正
な
処
理
を
基
本
理
念
と

し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
い
り
ま
す
。

墓
地
対
策

　
墓
地
の
設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
、
原

則
と
し
て
許
可
は
、
市
町
村
・
宗
教
法

人
・
公
益
法
人
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
沖
縄
県
は
風
習
上
の
理
由
か
ら
個
人

に
よ
る
墓
地
の
設
置
も
例
外
的
に
認
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
沖
縄

県
知
事
か
ら
村
長
へ
、
許
可
に
関
す
る
権

限
が
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
墓
地

の
無
許
可
経
営
や
本
来
禁
止
さ
れ
て
い
る

墓
地
の
分
譲
販
売
と
見
受
け
ら
れ
る
ケ
ー

ス
、
無
秩
序
な
散
在
化
に
よ
る
土
地
利
用

及
び
景
観
の
悪
化
が
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
中
城
村
墓
地
等
の
経
営
の

許
可
等
に
関
す
る
条
例
及
び
村
墓
地
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
墓
地
立
地
の
適
正
な
誘

導
及
び
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

し
尿
処
理
の
東
部
清
掃
施
設
組
合
へ
の

移
行

　
こ
れ
ま
で
し
尿
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
、
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
新
た
な
処
理
施

設
の
建
設
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し

が
、
平
成
24
年
５
月
に
東
部
清
掃
施
設
組

合
に
よ
る
広
域
し
尿
処
理
施
設
新
設
計
画

へ
加
入
し
、
平
成
26
年
11
月
の
運
転
開
始

に
伴
い
、
同
組
合
へ
し
尿
処
理
を
移
行
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
処

理
の
更
な
る
適
正
化
・
効
率
化
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

基
地
対
策

　
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
墜
落
し
た
米

空
軍
Ｈ
Ｈ
60
救
難
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落

事
故
に
よ
る
軍
人
死
亡
と
い
う
大
惨
事
後

も
、
事
故
説
明
も
な
い
ま
ま
淡
々
と
欠
陥

機
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
飛
行
場
へ
の
完

全
配
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
地
の
犠
牲
や
負
担
を
押
し
つ
け
て
い

る
構
造
的
差
別
が
変
わ
る
こ
と
な
く
今
な

お
続
い
て
お
り
ま
す
。
沖
縄
軽
視
の
構
造

的
差
別
に
対
し
、
日
米
両
政
府
に
、
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
の
尊
厳
を
強
く
守
る
た
め
に

も
オ
ス
プ
レ
イ
の
即
時
撤
去
、
普
天
間
基

地
の
「
県
外
移
設
」、
日
米
地
位
協
定
の

全
面
改
定
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
村
は
基
地
の
な
い
村
で
あ
り
な
が

ら
、
普
天
間
飛
行
場
離
発
着
の
米
軍
機
が

日
常
的
に
本
村
上
空
を
低
空
飛
行
し
、
恐

怖
と
騒
音
被
害
を
ま
き
散
ら
し
通
過
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
本
村
は
地
上
に

お
け
る
米
軍
基
地
は
所
在
し
な
い
も
の

の
、
米
軍
機
の
通
過
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
キ

ロ
、
タ
ン
ゴ
・
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
た
め
に
、

米
軍
基
地
の
所
在
す
る
市
町
村
と
な
ん
ら

変
わ
ら
な
い
同
様
の
基
地
関
連
被
害
を
受

け
て
い
る
状
況
か
ら
、「
防
衛
施
設
周
辺

の
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
第

９
条
で
定
め
る
『
特
定
防
衛
施
設
関
連
市

町
村
』
の
指
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

広
域
火
葬
場
・
斎
場
建
設
の
推
進

　
中
城
村
、宜
野
湾
市
、西
原
町
、北
谷
町
、

北
中
城
村
の
５
構
成
市
町
村
で
検
討
し
て

き
ま
し
た
『（
仮
称
）
中
部
南
地
区
火
葬

場
・
斎
場
建
設
』
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末

の
５
市
町
村
長
会
議
に
お
い
て
、
本
村
内

の
１
か
所
を
候
補
地
と
し
て
絞
り
込
み
ま

し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
候
補
地
で
あ
り
ま
す

地
元
の
合
意
形
成
へ
の
取
組
と
施
設
規
模

及
び
事
業
費
の
精
査
、
財
源
の
確
保
な
ど

詳
細
に
検
討
を
重
ね
、
そ
の
上
で
候
補
地

の
最
終
決
定
と
構
成
市
町
村
決
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

広
域
火
葬
場
・
斎
場
の
建
設
計
画
に
精
力

的
に
取
り
組
み
、
早
期
実
現
へ
向
け
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
防
災
危
機
管
理
体
制
の
推
進

防
災
対
策
の
推
進

　
村
民
へ
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
、
各
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
設
立
支
援
、
海
抜
表
示
板
の
増
設
や

備
蓄
食
糧
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
更
に
は

職
員
の
防
災
対
策
研
修
や
自
主
防
災
会
、

自
治
会
と
連
携
し
て
防
災
訓
練
の
実
施
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
、

防
災
情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に
村
民
に
伝

達
す
る
情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
に
向
け

た
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
対
策
の
強
化

　
村
内
各
種
団
体
・
事
業
所
、
地
域
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
宜
野
湾
警
察
署

と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
啓
発

活
動
に
よ
る
地
域
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

消
防
救
急
業
務
の
確
立　

　
消
防
、
救
急
、
救
助
活
動
は
火
災
の
警

戒
・
鎮
圧
な
ど
の
警
防
活
動
を
は
じ
め
、

火
災
予
防
広
報
・
予
防
査
察
、
防
火
管
理

者
の
指
導
・
育
成
及
び
救
急
業
務
の
高
度

化
、
消
防
施
設
な
ど
消
防
力
の
充
実
強
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
実
践
的
で
実
効

性
の
あ
る
教
育
訓
練
を
と
お
し
住
民
福
祉

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
度
情
報
化
時
代
に
伴
い
、「
電

波
法
関
係
審
査
基
準
」
の
改
正
が
行
わ
れ
、

平
成
28
年
５
月
31
日
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
無

線
か
ら
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
移
行
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
県

3.11 避難訓練



10なかぐすく No.204 (2014.4.4)広報

内
関
係
機
関
が
加
入
す
る
「
沖
縄
県
消
防

通
信
指
令
施
設
運
営
協
議
会
」
で
消
防
救

急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
と
（
仮
称
）

沖
縄
県
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
を
共
同
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
協
定
書

の
締
結
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成

28
年
４
月
の
運
用
開
始
に
む
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
防
災
危
機
管
理

　
不
測
の
事
態
か
ら
村
民
の
生
命
を
守
る

た
め
、
村
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
危
機
管

理
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
救

急
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
）

の
講
習
会
を
ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
病
院
の
協
力

で
全
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
振
り
込
め
詐
欺
へ
対

応
す
る
た
め
の
「
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
」

モ
ニ
タ
ー
の
募
集
と
行
政
機
関
及
び
避
難

所
な
ど
が
相
互
の
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に

防
災
用
電
話
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

（
６
）
平
和
行
政
・
交
流
事
業
の
推
進

平
和
行
政
の
推
進

　
平
和
憲
法
の
精
神
を
堅
持
す
る
と
と
も

に
、
１
９
８
５
年
に
宣
言
さ
れ
た
「
中
城

村
非
核
宣
言
」
の
も
と
、
核
兵
器
の
廃
絶

と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
戦
争
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
本
村

の
戦
没
者
の
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
る
た
め
開
催
さ
れ
る
「
中
城
村
全
戦
没

者
慰
霊
祭
」
を
今
年
も
執
り
行
い
ま
す
。

　
平
和
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
目
的
で
、

被
爆
地
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
平
和
祈
念

式
典
と
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
平

和
学
習
交
流
団
と
し
て
中
学
生
を
派
遣
い

た
し
ま
す
。

国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
の
推
進

　
平
成
８
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す

海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
52
名

の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
南
米
各
国
の
村
人
会
と
中
城
村
と
の
友

好
交
流
の
架
け
橋
と
な
る
人
材
を
育
成

し
、
南
米
各
国
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、

平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
受
入
事
業
を
継

続
い
た
し
ま
す
。

　
千
葉
県
旭
市
と
は
平
成
24
年
よ
り
姉
妹

都
市
提
携
を
結
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

両
市
村
の
友
好
と
親
善
に
繋
げ
る
た
め
多

岐
に
亘
る
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
・
人
権
啓
発

活
動

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
向
け
、

役
場
内
及
び
関
係
機
関
に
お
け
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
相
談

な
ど
、
男
女
が
そ
の
性
差
を
互
い
に
尊
重

し
合
い
、
協
力
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
人
権
相
談
所
の
名

称
を
「
困
り
ご
と
相
談
所
」
と
し
て
年
４

回
か
ら
年
６
回
に
増
や
す
と
と
も
に
、
住

民
が
活
用
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努

め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
「
み
ん
な
で

築
こ
う　
人
権
の
世
紀　
考
え
よ
う
相
手

の
気
持
ち　

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
」

を
目
標
に
人
権
擁
護
委
員
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
人
権
尊
重
の
高
揚
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

（
７
）
行
財
政
運
営
の
確
立

行
政
組
織
の
強
化

　

行
政
組
織
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
行
政
課
題
を
的

確
に
把
握
し
、
村
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
行
政
組
織
を
構
築
す
る
た
め
、

職
員
の
資
質
向
上
と
能
力
開
発
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
組
織
内
の
横

断
的
連
携
・
協
力
体
制
の
強
化
や
コ
ス
ト

意
識
向
上
な
ど
、
行
政
運
営
か
ら
行
政
経

営
へ
の
意
識
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
専

門
的
知
識
と
実
践
能
力
を
高
め
る
研
修
等

へ
の
派
遣
や
、
自
学
を
促
進
す
る
た
め
取

り
組
み
と
し
て
実
施
計
画
策
定
を
検
討
い

た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上

を
目
指
し
、
村
や
職
場
の
課
題
を
議
論
で

き
る
場
を
作
り
、
解
決
に
導
く
力
を
つ
け

て
い
く
た
め
の
組
織
づ
く
り
を
検
討
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

庁
舎
建
設
の
推
進

　
庁
舎
建
設
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。
築
48
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
、
狭
隘

化
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
不
便
を
き
た

し
て
お
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
建
設
候

補
地
な
ど
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
種
団
体
の
創
設
と
活
動
強
化
の
推
進

　
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
村
民
が

主
体
と
な
っ
て
、
自
主
的
に
幅
広
い
活
動

に
参
加
し
、
信
頼
と
連
帯
感
に
満
ち
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
重
要
で
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
自
治
会
活
動
活
性
化

事
業
や
自
主
防
災
組
織
運
営
に
対
し
て
、

助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
各
自

治
会
が
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
と
自
主
的

な
地
域
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
、
今
後

と
も
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
・
広
聴
の
充
実

　
行
政
情
報
の
伝
達
を
正
確
か
つ
全
て
の

住
民
に
隅
々
ま
で
伝
達
し
て
行
く
た
め

に
、
事
務
委
託
者
の
活
用
、
広
報
紙
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
等
、
全
て
の

手
法
を
活
用
し
、
村
民
へ
の
行
政
情
報
の

周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。
特
に
、
非
常
災

害
及
び
緊
急
時
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
迅

速
か
つ
正
確
に
村
民
に
情
報
伝
達
が
行
え

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
広
報
紙
で
あ
る
広
報
な
か
ぐ
す

く
は
、
毎
月
発
行
し
村
内
各
世
帯
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
村
民
に
親
し

め
る
紙
面
づ
く
り
と
内
容
の
充
実
を
図

り
、
行
政
情
報
等
を
住
民
に
向
け
、
わ
か

り
や
す
く
発
信
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
行
政
情
報
を
分

か
り
や
す
く
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
様
々

な
地
域
に
本
村
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
国
際
化
社
会
、
世
界
へ
向
け
た
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
う
た
め
、
多
言
語
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
聴
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
単
位
の
行

政
懇
談
会
の
開
催
、
各
種
委
員
会
や
住
民

会
議
な
ど
の
委
員
の
公
募
制
を
活
用
し
た

住
民
参
画
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
公
開
制
度
の
活
用
、
窓
口

相
談
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
意
見
募
集
な

ど
も
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と

の
対
話
を
積
極
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

情
報
化
の
推
進
と
情
報
保
護
の
強
化

　
本
村
の
各
情
報
シ
ス
テ
ム
で
取
り
扱
っ

て
い
る
情
報
は
、
外
部
へ
の
漏
洩
が
発
生

リニューアルした村ホームページ

中城村マスコットキャラクター
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し
た
場
合
に
、
極
め
て
重
大
な
結
果
を
招

く
情
報
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
情
報
資
産
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
上
の
技
術
的
脅
威
及
び
人
的
脅

威
な
ど
あ
ら
ゆ
る
脅
威
に
対
す
る
予
防

策
、
抑
止
策
、
発
見
並
び
に
回
復
に
つ
い

て
、
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
は
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
に
向
け
た
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

改
修
を
控
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
村
民
の
財
産
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど

を
守
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
事
務
の
安
全

か
つ
安
定
的
な
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
本
村
の
情
報
資
産
の

機
密
性
、
完
全
性
及
び
可
用
性
を
維
持
す

る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
機
能
強
化
の
整

備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
そ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
中
城
村
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管

理
委
員
会
並
び
に
中
城
村
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

チ
ー
ム
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

情
報
通
信
技
術
に
関
す
る
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
、
政
府
が
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ 

国
家

創
造
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
本
村
に

お
い
て
も
宣
言
に
基
づ
き
Ｉ
Ｔ
利
活
用
の

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

村
税
の
徴
収
強
化

　
村
財
政
の
安
定
的
な
運
営
充
実
を
図
る

た
め
に
は
、
主
財
源
で
あ
る
村
税
を
確
保

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
国
の
景

気
情
勢
は
や
や
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
住
民
と
し
て
は
、
未
だ
厳
し
い
状
況

で
回
復
の
実
感
が
薄
く
納
税
者
の
負
担
感

増
は
否
め
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
下
、

地
域
・
住
民
福
祉
の
向
上
と
効
率
的
な
行

政
運
営
を
行
う
た
め
、
税
の
重
要
性
と
納

期
限
納
付
の
必
要
性
に
つ
い
て
住
民
の
理

解
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
税
の
公

平
・
公
正
を
堅
持
し
、
引
き
続
き
村
税
収

拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
徴
収
対
策
と
し
て
国
税
・
県
税
と

連
携
を
し
な
が
ら
、
徹
底
し
た
財
産
調
査

の
実
施
、
預
金
の
差
押
え
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
実
施
な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化
を
図

り
、
一
層
の
税
収
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
者
が
「
い
つ
で
も
・
ど
こ

か
ら
で
も
・
納
め
や
す
い
」
納
付
の
機
会
、

手
段
を
拡
充
し
、
納
期
内
納
付
の
確
保
と

徴
収
率
の
向
上
を
図
る
た
め
村
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
サ
ー
ビ
ス
を
平
成

26
年
度
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

財
政
運
営
の
効
率
化

　
本
村
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
面
に
お
い

て
は
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

に
よ
る
人
口
の
増
加
や
、
沖
縄
電
力
㈱
に

よ
る
吉
の
浦
火
力
発
電
所
へ
の
設
備
投
資

に
よ
る
償
却
資
産
の
増
加
で
、
自
主
財
源

の
柱
で
あ
る
村
税
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
地
方
交
付
税
は
、
国
の
概

算
要
求
の
状
況
や
本
村
の
基
準
財
政
収
入

額
の
増
に
よ
り
減
額
が
見
込
ま
れ
、
一
般

財
源
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
歳
出
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
慣
例
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
更
な
る
創
意
工
夫

に
よ
る
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
連

動
緊
急
速
報
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行

い
、
緊
急
時
に
確
実
な
情
報
を
村
民
に
伝

え
、
多
く
の
人
々
を
災
害
か
ら
守
り
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
助

成
事
業
、（
仮
称
）
護
佐
丸
歴
史
資
料
図

書
館
の
整
備
事
業
な
ど
に
つ
い
て
予
算
編

成
を
致
し
ま
し
た
。

　

村
民
の
要
請
に
応
え
て
い
く
た
め
に

は
、
今
後
と
も
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
財
政
体
質
の
健
全
化
の
確
保

に
留
意
し
つ
つ
、
村
全
体
の
創
造
性
・
自

律
性
を
高
め
、
活
力
あ
る
施
策
の
展
開
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
最
大
限
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
財

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
基
づ
き
編
成
し

ま
し
た
一
般
会
計
予
算
案
並
び
に
特
別

会
計
予
算
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。（
下
段
に
掲
載
）

　
以
上
、
平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
に
つ

い
て
所
信
を
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
ご
提
案
し
ま
し
た
諸
施
策
が
完
全

執
行
で
き
る
よ
う
組
織
の
総
力
を
結
集

し
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。
議
員

各
位
並
び
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

　
平
成
二
十
六
年 

三 

月 

七
日

　
　
　
　
中
城
村
長　
浜
田　
京
介

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
案

　
並
び
に
特
別
会
計
予
算

中城村役場

会　計　名 予　算　額
一般会計予算 ６，６７１，４７１千円
国民健康保険特別会計予算 ２，４０６，２３１千円
後期高齢者医療特別会計予算 １１４，２５７千円
土地区画整理事業特別会計予算 ４５１，１０１千円
公共下水道特別会計予算 ３４８，８５７千円
汚水処理施設管理事業特別会計予算 ３，６０７千円
水道事業会計予算 ５４５，３６２千円

合　　　計 １０，５４０，８８６千円
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　村内の児童 18 名が 2 月12 日～14 日までの
３日間、千葉県旭市を訪れ交流しました。
　子ども達は夏の交流以来の再会を喜びました。
交流会では、本村の児童がエイサーを演舞後、旭
市の児童が旭音頭サンババージョンを披露し交流
を深めました。
　また、移動中に雪を見ることもでき楽しい思い
出となったようです。

　1月 25 日～2 月1日の期間、中城城跡で沖縄
花のカーニバル2014 参加イベントが開催されまし
た。同イベントは冬でも暖かく花が咲き誇る沖縄を
観光客にアピールする目的で行われ、期間中、県
緑化推進協議会より提供されたパンジーやサルビ
アの花が城跡を彩りました。オープニングイベント
では琉舞やフラダンスの演舞、サトウキビやお茶
の無料配付があり、多くの来場者で賑わいました。

　東日本大震災から三年を迎えた 3 月11日、津覇
地区・浜地区で地震・津波を想定した避難訓練が行
われました。防災無線で大津波警報が流れると両区
民が避難所となる奥間公民館と津覇小学校に避難
しました。
　また、防災講演会も同日吉の浦会館で開催され、
琉球大学工学部の神谷大介助教と糸満市西崎
ニュータウン自治会自主防災会の古我知進副会長
が講演しました。神谷さんは、「備え続ける事が大切。
自然災害は夜起きる事もある『想定外』を作らない
ことが被害の最小化につながる」と講演。古我知さ
んは、災害時には自治体や消防による「公助」には
限界があると話し、ニュータウン自治会の取り組み
を紹介し、自主防災組織の必要性を訴えました。

千葉県旭市で児童交流
姉妹都市の千葉県旭市で冬の交流

防災への意識高める
3.11避難訓練・防災講演会を開催

満開の花で城跡彩る沖縄花のカーニバル2014参加イベント

浜地区避難訓練

津覇地区避難訓練

防災講演会神谷助教

県緑化推進委員会から提供されたパンジーやサルビアの花
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開校初の卒業式行われる
中城南小学校第1回卒業式

　3 月 20 日、中城南小学校（大城盛文校長）で
第 1 回卒業式が行われました。開校一年目で第 1
期生となる卒業生 51名が、先生や父母、在校生
に見守られる中、卒業証書を受け取りました。送辞
では、卒業生全員で、学校生活の思い出や先生や
家族への感謝の言葉を気持ち込めて述べました。

佐渡山氏に社会教育功労賞
多年にわたる音楽活動の功績称える

　１月２４日、名護市民会館で平成２５年度県社
会教育功労表彰が行われ、村社会教育委員の佐
渡山安信さんが表彰を受けました。今回の表彰
は、中城ジュニアオーケストラの団長として、結
成以来３３年にわたる音楽活動を通して青少年の
健全育成、さらに村社会教育委員として社会教
育推進に努めていることが認められたものです。

　2 月17 日、ハートライフクリニックから理学療
法士の長嶺敦司先生が講師として招かれ、生活
習慣病予防についての講演会が開催されました。
講演の合間には、脂肪燃焼を目的とした簡単な
運動を参加者全員で実践し、身体を動かしなが
ら楽しく生活習慣病について学びました。

アンサンブルで銀賞に輝く
中城南小、金管八重奏で銀

　中城南小学校の金管バンド部（大城盛文校長、
喜友名正美顧問）のメンバー10 名が 2 月に福岡県
で開催された九州アンサンブルコンテスト金管八重
奏で見事銀賞を受賞し、３月 5 日村役場を訪れ浜
田村長と呉屋教育長を表敬訪問しました。出場した
6 年の仲座三貴さんが「本番でも笑顔を忘れず演奏
できた」と報告しました。

穫れたて野菜おいしい～
南浜子ども会がカレーパーティ

　２月 22 日、南浜集落センターで南浜自治会（安
里初美自治会長）と子ども会が合同でカレーパ
ティを開催しました。収穫から参加した子ども達
は「自分で作って収穫したので、さらにおいしく感
じる」と話し楽しい思い出となったようです。多
く獲れた野菜は近隣住民や一人暮らしのお年寄り
に配られました。

おきなわマラソン第22回2014おきなわマラソン

　2 月16 日に「きっと出会える人・夢・愛」をスロー
ガンに第 22 回おきなわマラソンが開催され、
14,184 人のランナーが参加しました。
　この日は、中城護佐丸太鼓が沿道で演舞し、
村のマスコットキャラクター護佐丸も駆け付けラ
ンナーに手を振り応援しました。

運動とおして健康に
健康講演会を開催
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N0.22

ヘルプロとは…ヘルスプロモーション ( 健康増進 ) の略です。このヘルプロ通信を通して住民のみなさんの健康づくりに関する情報を掲載していきます。

【お問い合わせ】中城村役場　健康保険課　☎ 895-2131（内線 250・253）

新垣ふれあい事業・泊ふれあい事業スタート！！祝

ふれあい事業とは…
　地域の皆さんが生きがいを持ち、
心豊かに生活できるように地域で
支援活動を行い、その活動を通じ
てボランティア精神を養成するこ
とを目的としています。
　対象は地域の 80 歳以上の方で
す。79 歳以下の皆さんはボラン
ティアとして頑張ってくれていま
す。
　当間地区をはじめ 10 地区で行わ
れていましたが、平成 26 年 1 月
より、新たに新垣・泊地区でふれ
あい事業がスタートしました !!

新垣若
わ か

南
な ん

会

泊クワディーサー会

若南会の由来
新垣の小字のひとつに若南原という所があり、昔からの石橋や豊か
な水のある、住民にとって大切な場所です。
その場所にちなんで「若南会」という名前に決めました。

日時：毎月第 2 金曜日　午後 2 時～ 4 時
場所：新垣公民館

クワディーサー会の由来
村の天然記念物であり、住民のシンボルツリーでもある泊の大クワ
ディーサーにちなんで「クワディーサー会」という名前に決めました。

日時：毎月第 3 火曜日　午後 2 時～ 4 時
場所：泊公民館

2
月
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こども医療費助成金支給申請の手続きが変わります！

以下の場合は「自動償還方式」の取り扱い対象外となりますので、これまで通り中城村役場健康保険課
窓口にて領収書持参の上、支給申請手続きを行ってください。

●加入している健康保険や助成金の振込口座に変更がある場合は、中城村役場健康保険課窓口にて手続する必要があります。（手続
きの際には、新たな健康保険証または通帳を持参して下さい。）

●同月、同医療機関での診療に係る自己負担額が 21,000 円を超える場合は、高額療養費や家族療養附加給付金等の確認のため、
中城村役場健康保険課窓口にて手続きを行っていただく必要があります。その場合、支給が遅れることがあります。

※１「自動償還方式」の対象となるのは、こども医療費助成制度だけです。他の医療費助成制度については、これまで通り償還払いでの取扱いとなります。
※２「自動償還方式」の取扱い対象外となるものについては、これまで通り中城村役場健康保険課窓口にて領収書持参の上、支給申請手続きを行ってください。

平成 26 年 4月1日から

こども医療費助成自動償還方式が
スタートします！

「自動償還方式」とは？

「自動償還方式」を
利用するには？

県内の各医療機関での受診の際に、窓口にて健康保険証とこども
医療費助成金受給資格者証（オレンジ色カード）を提示し、医療
費の自己負担分を全額支払うと、診療月の翌々月の末日に指定さ
れた口座へ自動的に助成金が振り込まれます。※１

県内の各医療機関での受診の際に、窓口にて健康保険証とこども
医療費受給資格者証（オレンジ色カード）を提示して下さい。毎
回の提示が原則となりますので、受給資格者証の提示がない場合
は「自動償還方式」による助成金の支給が出来ません。※２

償還払い（これまで）

自動償還払い（現在）

医療機関

医療機関

村役場

村役場

病院で受診

病院で受診

役場で申請 振り込み

振り込み

医療機関と連携

4 月からスタート！

① 平成 26年 3月 31日までに受診された場合
② 受診の際に医療機関窓口にて「こども医療費助成金受給資格者証」を提示しなかった場合
③ 県外の医療機関で受診された場合
④ 県内の「自動償還方式」を導入していない医療機関で受診された場合
　（受診の際に医療機関窓口にて「自動償還方式」を導入しているか確認を行ってください）
⑤ 医療費の自己負担額に未払いがある場合
⑥ 補装具等の自費払いがある場合

【お問い合わせ】中城村役場 健康保険課 健康増進係　☎ 895-2131( 内線 253・254）
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中城村子育て支援事業

中城村第３子以降保育料無料化事業
内容：小学校就学前児童が３人以上いる世帯のうち、認可外保育施設に通う

第３子以降の児童の保育料を補助する事業です。
（※補助対象保育料は、保育料・給食費のみ。教材費・送迎費等は対象外です。）

子育て支援

待機児童世帯助成事業
内容：18 歳未満の児童が２人以上いる世帯で、認可外保育施設、又は私立の幼稚園に入園して

いる待機児童が対象です。現在通っている認可外保育施設・幼稚園の保育料が、認可保育
園に入所した場合の保育料よりも高い場合、対象児童１人当たり月額 5,000 円を上限に補
助します。

（※待機児童とは、認可保育所に申込をしているにもかかわらず、入所できなかった児童のことをいいます。）

子育て支援

ひとり親家庭の学童保育料助成事業
内容：学童クラブを利用している児童を有する、母子、父子及び養育者家庭が対象となります。

対象児童１人当たり月額 5,000 円を補助します。

子育て支援

病後児保育事業
内容：保育所・小学校へ通う児童が病気の回

復期にあるため、集団保育等が困難
な期間、一時的にその児童を預かり、
保護者の子育てと就労の両立を支援
する事業です。

（※対象児童は小学校３年生まで）
実施施設：太田小児科医院（西原町役場前）
Tel：098-946-5081
利用料金：保育料　2,000 円（1 人日額）　

食費　500 円　
※非課税世帯は保育料 1,000 円　
　生活保護世帯は保育料０円となります。

子育て支援 ファミリーサポート事業
内容：育児支援の為に、子どもの一時預かり、

保育施設への送迎、病児・病後児の預
かりといったサービスへの橋渡しをす
る役目です。子育て支援を必要とする
利用会員とサポート会員が、地域で相
互援助活動を行う有償ボランティア事
業です。利用料金は１時間当たり 600
円～ 700 円となっております。

※�ファミリーサポート事業以外の事業につ
いては、年度毎（４月切り替え）に登録
申請が必要となっております。

子育て支援

 【お問い合わせ】中城村役場　福祉課　☎ 895-2131（内線 263）

　中城村では、子育て支援事業として下記の取組を行っております。平成 25 年度に支援を受け
ていた方も、平成 26 年４月から引き続き支援を受ける場合は、再度登録申請が必要となります
ますのでお知らせ致します。

※事業の詳しい内容等については、中城村役場　福祉課までお問い合わせください。
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　中城村北中城村清掃事務組合は、ダイオキシン類対策特別措置法及び大気汚染防止法に基づきご
み処理施設「青葉苑」の排ガス測定調査を行いました。
　その結果どの測定項目とも法令基準に適合していましたので報告します。

試験（採取）日 平成 26 年 1 月 23 日 平成 25 年 12 月 20 日

調査項目
大気汚染防止法
ダイオキシン類
対策特別措置法

1 号炉煙突 2 号炉煙突

排ガス
ダイオキシン類

毒性等量
ng-TEQ/㎥ N 5.0 以下 0.024 0.0079

※単位：ng( ナノグラム ) ＝ 10 億分の 1 グラム

排ガス測定結果と関係法令との照合結果

米 軍 航 空 機 の 騒 音 等 の 情 報 提 供 に つ い て

【お問い合わせ】　中城村役場　企画課　☎ 895-2131( 内線 302)　FAX 895-3048

　オスプレイを始めとする米軍航空機の飛行運用で、日常生活に支障や迷惑を受けている実態
がありましたら、情報提供（場所・時間・飛行経路・飛行時の問題等）をお願い致します。

 【お問い合わせ】
中城村民体育館　☎ 895-3707　　FAX 895-6353 （担当　新垣・呉屋）　

かんたんエアロ＆
　　 引き締め筋トレ教室2014

日　時： 5 月 15 日～ 6 月 12 日
　　　　（毎週 木 曜日）全 ５ 回
　　　　午後 8：00 ～ 9：15　（午後 7:45 集合）
場　所： 中城村民体育館　（サブアリーナ）　
主　催： 吉の浦総合スポーツクラブ
対　象： 大人　定員 20 名　＊運動制限のない方
※問診等で受講を見合わさせていただく場合があります

担当講師：仲真　迅（健康運動指導士）

受講生募集！

これから運動を始めたい！
運動を継続している方、

みんな集まれ！

受講料 2,500円（保険料込み） 受講料 2,500円（保険料込み）

申込み締切　5月11日（日）　午後 5 時 申込み締切　5月4日（日）　午後 5時

日　時： 5 月 8 日～ 6 月 5 日
　　　　（毎週 木 曜日）全 ５ 回
             午前10：30～11：30　（午前10：15 集合）
場　所： 中城村民体育館　（メインアリーナ）　
主　催： 吉の浦総合スポーツクラブ
対　象： 大人　定員 30 名　＊運動制限のない方

  担当講師：上地　里紅花（フィットネスインストラクター）

はじめてピラティス　2014
受講生募集！

ピラティスは、体の【芯】から美しく、しなやか
なバランスのとれた身体づくりを目指します。
体力に自信のない方もお気軽に参加下さい！
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村税・国保税のコンビニ収納がはじまります

① 納付書がコンビニで納付できるかを確認してください。
　 ≪４月からコンビニ納付ができるもの≫  ①村県民税（普通徴収）  ②固定資産税  
                                                            ③軽自動車税  ④国民健康保険税

Ｑ 1.　�コンビニで納付する際に、手数料はかかります
か？

Ａ 1.　手数料はかかりません。
Ｑ 2.　�コンビニで納付できる時間帯はいつですか？
Ａ 2.　�24 時間営業のコンビニなら、いつでも納付可能

です。なお、一部のコンビニでは 24時間営業で
ない場合もありますのでご注意ください。

Ｑ 3.　�クレジットカードや商品券で納付できますか？
Ａ 3.　�できません。現金での納付をお願いします。
Ｑ 4.　�バーコード印字された納付書は、コンビニ以外で

は使えないのですか？
Ａ 4.　�これまで通り金融機関などでも納付可能です。ま

た、バーコード印字されていない納付書は、コン
ビニで納付できませんので金融機関などで納付し
てください。

　　　�なお、県外の方でゆうちょ銀行・郵便局での納付
希望の方は、これまで通り「払込取扱票」の交付
を行いますので、担当課へご連絡ください。

Ｑ 5.　��平成 25 年度以前に印刷された納付書は、コンビ
ニで利用できますか？

Ａ 5.　�利用できません。金融機関で納付してください。
平成25年度以前の分をコンビニで納める場合は、

　　　村役場で再発行を受けてください。
Ｑ 6.　�固定資産税の第 1 期を納めるつもりが、第 2 期

の納付書で納めてしまいました。どうすればよい
ですか？

Ａ 6.　�第 2 期の納付書を使った場合は、第 2期として
収納されます。改めて第 1期を納めて頂くことに
なりますが、この場合、督促手数料や延滞金が発
生する場合もありますので、納付の際には納付書
の間違いのないようご注意ください。

Ｑ 7.　�納付書の取扱期限を過ぎてもコンビニで納付でき
ますか？

Ａ 7.　�利用できません。納付書を再発行しますので、村
役場担当課へご連絡をお願いします。

Ｑ 8.　�納税証明書がすぐに欲しいのですが？
Ａ 8.　�領収印押印済の領収書を村役場税務課にお持ちく

ださい。軽自動車税の納付書に添付している「車
検用納税証明書」は領収印押印済のものがそのま
まご利用できます。

　これまで、村税や国保税は、役場か金融機関の窓口払い、または、口座振替だけでしたが、
平成 26 年度分から以下のコンビニエンスストア（以下「コンビニ」）でも納付できるようにな
ります。納付書に記載されているコンビニでしたら、全国どこでも利用できます。仕事や用事
などで忙しい方は、ぜひご利用ください。

② 納付書に記入されている村税等の種類・料金、第何期分かを確認して、店員にお
渡しください。バーコード読取後、納付を行ってください。

③ 領収書とレシートを必ず受取り、5 年間は大切に保管してください。レシートを
受取ることで、収納ミスや事故の防止につながります。

ご注意ください！村税、国保税の新しい納付書はコンビニ対応の為、ホッチキス綴じができませんので、
紛失に注意して下さい。納付書の順番（納期・月順）を間違えないようにお願いします。

 【お問い合わせ】中城村役場　☎ 895-2131（代表）
　　　　　　　　税務課：個人村県民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税　健康保険課：国民健康保険税

・ココストア  ・ファミリーマート  ・ローソン
・エブリワン  ・MMK 設置店  ・くらしハウス  ・コミュ
ニティ・ストア  ・サークル K  ・サンクス  ・スパー北海
道  ・スリーエイト  ・スリーエフ  ・生活彩家  ・セイコー
マート  ・セーブオン  ・セブン - イレブン  ・タイエー
・デイリーヤマザキ  ・ニューヤマザキデイリーストア
・ハセガワストア  ・ポプラ・ミニストップ  ・ヤマザキデ
イリーストア  ・ヤマザキスペシャルパートナーショップ

≪納付できるコンビニ一覧≫
・指定期日を過ぎたもの  
・バーコードの印字がないもの。
・�破損、汚損などにより、バーコードを読み取れな
いもの。

・�納付書一枚あたりの金額が30万円を超えるもの。
・金額を訂正したもの。

≪コンビニで利用できない納付書≫

▼

▼

≪コンビニ納付Ｑ＆Ａ≫



20なかぐすく No.204 (2014.4.4)広報

5 月カレンダー5 月カレンダー
5

都市計画・補償業務・地理情報システム

　◆なかよし児童館 (☎988-0156)

◆地域子育て支援センター(☎988-0134)

各種健診・教室　実施場所 : 吉の浦会館

●登又　　  5月 7日(水)
●新垣・当間  5月  9日(金)
●和宇慶     5月12日(月)
●浜・南上原 5月13日(火)
●奥間　　  5月16日(金)

●津覇　　      5月19日(月) …
● 泊 　      5月20日(火)
●久場       5月21日(水)
●伊舎堂　  5月22日(木)
●北上原　 5月28日(水)

ふれあい事業（各地区公民館）

     離乳食実習　　対象年齢　H26.1.11 ～ H26.2.22 生
　5月22日( 木 )　　　 受付 13：15～ 13：45

　３歳児 健 診　　 対象年齢　H22.9.21 ～ H22.11.15 生
　5月15日( 木 )　　　受付 13：30～ 14：30

中城村役場　企画課　☎ 895-2131（内線303）

●応募資格　�20 歳以上で、警察・選挙・税務事務に
従事していない方

●業務内容　�調査票の配布、記入依頼、回収、検査、
整理など　

●平成 26 年度に実施される調査
　�経済センサス・商業統計（6 月）、工業統計調査（12

月）、農林業センサス（1 月）
※詳しくは村役場ホームページをご覧ください。

～ 統 計 調 査 員 募 集 中 ～

子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診
　受付　13：30～ 14：30

５月９日(金) 　和宇慶公民館
５月13日(火) 　新垣公民館
５月19日(月) 　久場公民館
５月27日(火) 　津覇構造改善センター
５月29日(木) 　南上原公民館
５月30日(金) 　吉の浦会館

５月
１ 木 身体測定～９日まで

９ 金 母の日コンサート 午前10時半～12時

14 水 お誕生会・お弁当会 午前10時半～12時

21 木 育児講座 午前10時半～12時 

28 水 わくわくクラブ 午前 ９時半～12時

●5月10日(土)　●午前10時～12時
●定員/10名       ●参加費/無料

夏野菜植え付け体験

つくってみよう会

●5月17日(土)　●午前10時～12時

母の日コンサート
●5月9日(金)   ●午前10時半～12時
●出演者：花城秀樹氏（琉球古典音楽安普祖弦聲会師範）
　　　 　 知花小百合氏（琉球舞踊家）
　　　　 大城秀明氏（ピアニスト）
　　 　　 與那嶺理香氏（ヴァイオリニスト）
●定員/30組     ●参加費/無料

●5月21日(水)  ●午前10時半～12時
●講師：喜久山仁美氏（助産師）　●定員/15組
●対象/0歳児(歩行前)及び妊婦　●参加費/無料
●持ち物/バスタオル２枚
★申込・詳細は子育て支援センターで確認して下さい。
★�行事の日程は変更する場合がありますので、ご確認の上

ご参加お願いします。

育児講座「ベビーケアでハッピー子育て」

●5月24日(土)　●午前10時～12時
なかよし映画館 (入場無料）

★内容等くわしい事は児童館で確認して下さい。
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中城村排水設備指定店

※ (　) 内は前月との比較

中城村の人口　平成２6年2月末現在
人　口

男
女

世帯数

１８,928 人
９,566 人
９,362 人

7,276 世帯

（－ ８）
（－ ３）
（－ ５）
（＋ ３）

学生納付特例制度はどんな制度？

・�印鑑・年金手帳、学生証又は在学証明
書です（卒業証書不可）

　所得の少ない学生の方が、将来、年金を受け取ることができなくなることや、万一の事故などによ
り障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金が受けることができなくなる。ことなどを防止するた
めご本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です。

○�学生納付特例を受けた期間は将来受ける年金の受給期間に算入されますが、年金額には反映されません。
○�学生納付特例が承認された期間の保険料は、10 年以内であれば、古い期間から順に納付が可能なので年

金を満額に近づけましょう。追納は、3 年目から加算がつきます。詳しくは、下記までお問合わせください。

3 月に卒業した方の場合
�平成 26 年 3 月で卒業した為、学生でな
くなった方で、4 月以降の国民年金保険
料の納付が困難な方は、一般の「保険料
免除制度」や 30 歳未満の「若年者納付
猶予制度」がありますので、役場福祉課
へご相談ください。　

役場窓口で申請する場合 ハガキ形式（ターンアラウンド）で申請する場合

　前年度に学生納付特例申請が承認された学生で、今年
度も引き続き在学予定の方（日本年金機構所が把握して
いる人に限る）へは、日本年金機構よりハガキ形式の申
請書が送付されます。ハガキの申請者記入欄にすべて記
入し、目隠しシールを貼り、ポストへ投函してください。

※�但し、在学する学校が変わった、退学した場合等は、ハガキに
よる申請はできません。ハガキが手元に届いていない方で、引
き続き学生の方は、学生証（又は、在学証明書、印鑑、年金手
帳をもって、役場福祉課国民年金窓口で申請してください。

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います。

納　　付 学 生 納 付 特 例 未 納
　障害基礎年金　

遺族基礎年金
受給資格期間

入ります
〇

入ります
〇

入りません
×

老
齢
基
礎
年
金

受給資格期間 入ります
〇

入ります
〇

入りません
×

年金額に計算 されます
〇

されません
×

されません
×

 【お問い合わせ】
コザ年金事務所 国民年金課 ☎ 933-3437　中城村役場 福祉課年金係 ☎ 895-2131（内線264）



（社）沖縄県測量建設コンサルタンツ協会会員

双葉測量設計株式
会社
土木設計・測量全般・用地調査・施工管理・土質調査

本社  〒902-0072  沖縄県那覇市字真地301
支社  〒901-2403  沖縄県中頭郡中城村字伊舎堂443-2
電話（098）854-4255（代） FAX（098）854-4254
E-mail: futaba01@carrot.ocn.ne.jp

代表取締役 安  里  盛  光

　地方税法第 416 条第 1 項の
規定により、平成 26 年度土地
家屋価格等縦覧帳簿について、
次のとおり固定資産税の納税者
の縦覧に供しますのでお知らせ
します。

◆縦覧期間
　平成 26 年 4 月 1 日～ 5 月
　31 日（土日祝祭日を除く）
◆縦覧場所
　中城村役場　税務課窓口
◆縦覧できる方
　�固定資産（土地・家屋）の所

有者及び納税義務者又は賃借
人（賃借契約などの提示が必
要です。）

　�代理人の場合は本人の署名・
押印がある委任状が必要で
す。

※�縦覧に際し、運転免許証や保
険証などの身分証を持参して
下さい。

【お問い合わせ】
　中城村役場　税務課
　☎ 895-2131（内線 243）

固定資産課税台帳
縦覧期間のお知らせ 新直通電話番号開通のお知らせ

この度、都市建設課・住民生活課・福祉課の３課に新たに
直通の電話番号ができました。

都市建設課 ☎ 895-1736　住民生活課 ☎ 895-1737
福　祉　課 ☎ 895-1738

※�なお、話し中で繋がらない場合は、これまでどおり代表番
号（☎ 895-2131）へお電話下さい。

ご 寄 附 、 誠 に あ り が と う
ご ざ い ま す 。

●沖縄市池原 1-6-10
　株式会社上門工業  様より
　　　平成26年 3月12日
　　　　　…………25万円
●熊本県熊本市
　木通  様より
　　　平成26年 3月3日　

人材育成基金へ
寄附がありました。

　

 【お問い合わせ】
中城村教育委員会　教育総務課 　☎ 895-3276

　平成 26 年度から、中学校３年生から小学校１年生までの間に 3
人以上のお子さんがいらっしゃる世帯に、村から学校給食費の一
部（3 人目以降の給食費の 50%）補助がスタートします！補助を
希望する方は、4 月中に各学校の事務室、または中城村教育委員
会教育総務課にて申請をお願いいたします。詳しい補助の要件に
ついては、中城村教育委員会ホームページをご閲覧ください。

第３子以降学校給食費補助事業が始まります

　中城村では、経済的な理由により義務教育に必要な学用品費な
どの教育費に困っている保護者に対し、児童生徒の通学している
学校長の推薦を受け、学用品費及び医療費（学校病）の一部を援
助する制度を設けています。補助を希望される方は、申請書に必
要事項を記入の上、必要書類を添付して各学校の事務室へ 4 月中
に提出してください。詳しい要件については、中城村教育委員会
ホームページをご閲覧ください。

要保護・準要保護児童生徒の申請について

中城村役場　企画課　☎ 895-2131（内線302）　FAX  895-3048

　村では平成 26 年度、護佐丸バス等有償による実証運行を計画していま
す。住民のニーズに沿った実証運行にするため、多くの村民の方々からの
ご意見を募集致します。また、村からの情報提供したうえでの意見交換会
も実施したいと思っております。自治会や各種団体の集会などで意見交換
会を希望される各種団体の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
●提出方法：FAX、メール、郵送等
　メ ー ル：goiken@vill.nakagusuku.lg.jp
　郵　　送：〒 901-2493　沖縄県中城村字当間 176　中城村役場企画課宛

～有償バス実証運行へのご意見募集～
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ミナミ建設株式会社
沖縄県知事許可（般ー２４）第１１２７６号

代表取締役

仲　 座　　  正
本　　　社　沖縄県中城村字南上原 630 番地
〒９０１-２４２４　T E L（０９８）８９５ ‒ １９３１
　　　　　　F A X（０９８）８７４ ‒ ０２９７

土木一式工事
建築一式工事
建物解体工事
杭 打 工 事
山 留 工 事
地 盤 調 査
（スウェーデン式
サウンディング試験）

営業種目

　平成 26 年４月より、村民の
皆さまの利便性の向上を図るた
め、コンビニエンスストアで納
付できるようになりました。（４
月以降に発行された納付書に限
ります）

　国の施策に伴い、平成26年度
４月１日からの消費税増税に伴
い現行の５％から８％へ上下水
道料金（５月調定分から）とメー
ター加入金が改定されます。
　ご理解とご協力を御願いします。

【お問い合わせ】
　中城村役場　上下水道課
　上水道係
　☎ 895-5280

上下水道料金のコンビニ
収納開始のお知らせ

消費税率引上げに伴う
上下水道料金等の
改定のお知らせ

　【お問い合わせ】
中城村役場　福祉課　介護福祉係    ☎ 895-2131（内線261）

とよむちょ筋教室

場 所 伊集構造改善
センター

和宇慶構造改善
センター 吉の浦会館

期 間 ４月９日(水)開始
毎週水曜日

４月１０日(木)開始
毎週木曜日

４月１１日(金)開始
毎週金曜日

時 間 午後2時～午後4時

期 間 平成26年4月～平成26年 7月(祝祭日は除く)

 　筋肉は毎日の心がけで変わっていきます。自分の足で歩き続けるため、
自分らしく生きるため、地域の皆さんと一緒に始めましょう。
　運動や栄養、転倒予防のためのストレッチ等、楽しく、わかりやすく
取り組んでいきます。お隣近所、お誘いあわせの上、ご参加ください。

 対象年齢：中城村にお住まいの 65 歳以上の方
　※動きやすい服装、タオル持参、室内履き持参で、ご参加ください。
　※水分補給のための飲み物は、各自でご持参ください。

介護予防事業

下水道接続補助金制度のお知らせ

 【お問い合わせ】
中城村役場 上下水道課

☎ 895-5280

　下水道に接続するには、排水設備工事（下水道接続工事）が必要
で、各敷地内の工事費は、個人の費用で設置する必要があります。
村では、これまでの「融資制度」に加えて、「中城村公共下水
道接続促進事業補助金交付制度」を昨年、国の補助金制度を活
用し施行しています。
　対象は、下水道供用開始区域内の単独浄化槽、汲取り式便所
及び合併処理浄化槽を設置している建物で、既存の浄化層など
の設備を廃止し下水道へ接続する工事を行う世帯・事業所です。
　この制度を広く皆様に活用してもらうことで、快適な生活環
境が保たれ、公共用水域の水質汚濁防止・浄化を進めることが
でき、下水道整備の効果を向上できます。

下水道接続工事は、指定工事店で
なければできません
＊村内の指定工事店＊
伊舎堂給水工事社、（有）石原設備、
呉工業、（有）北浜土木、（有）協建、

（有）住設、（有）津城電気工事、
（有）仲建設工業、（有）アイワ技研
＊村外の指定店は、村のホームペー

ジをご覧下さい。

下水道供用開始地区にお住まいの皆様へ

予算に限りがありますので、
早期接続をお願いします

平成26年度分の受付を4月1日より開始。
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《管理栄養士：宮平》

中城の栄養士だより

今月の いっぺーまーさい品いっぺーまーさい品いっぺーまーさい品

栄養教室で活躍いただいている皆様の自慢の一品を紹介しています。
今回は、忙しいママ必見！簡単！手作りおやつです♪「子どものおやつはなるべく手作りのもの

を・・」と考えるちなつママさんからのレシピです。果物の栄養素がぎゅっとつまったドライフルー
ツと麦や玄米などの食物繊維たっぷりの穀類がミックスされています。しっかりと栄養補給がで
き、お子さんのおやつにぴったりです。家事の合間のコーヒータイムや来客時のおもてなしにも
おススメ♡材料も作り方もとてもシンプル！お子さんと一緒に作ってみてはいかがでしょう（＾＾)

材料

オーブンから出して冷めきる前だと、クッキーの型でくり抜いたり、
丸めてキャンディ風にしたりなど、好きな形に形成できます★

ポイ
ント

食 品 名 分 量

フルーツグラノーラ 100 ｇ

はちみつ 大さじ３

《作り方》　　　　　　　　　　　
①フルーツグラノーラとはちみつをボウルに入れ、

混ぜ合わせる。
②　①をバットに敷き、なるべく隙間ができない

ようにギュッギュッと押し詰める。
③オーブンで【180℃  10 分】加熱する。
　取り出したら、２～３時間常温で冷まし、完成☆

《アレンジ例》
１．ごまやきな粉を混ぜ込み和風テイストに♪
２．チョコレートをかけて思いっきりスウィートに♪
３．色んなドライフルーツをプラスしてカラフルに♪

N0.32

ちなつママのハニーグラノーラ

日　時：５月１１日（日）
　　　　午後２時開演

会　場：吉の浦会館

大人500円
高校生以下無料

ゴールデンウィーク中のごみ収集

5月5日（月）子どもの日 は

ごみ収集は お休み です。

それ以外の連休中は

通常通り回収します。

母の日コンサート

【お問い合わせ】
中城ジュニアオーケストラ事務局

895-2131（内301）

　2 月 23 日、歴史の道
「ハンタ道」を歩く護佐
丸ウォークフェスティバ
ルが開催され、148 名
が参加し爽やかな汗を
流しました。
　ウォーキングでは、文
化財案内人「グスクの会」
による文化財の紹介や、
観光案内アプリ「とよむ

中城」を活用しながら6kmまたは3kmの道のりを歩きました。
ゴール地点の中城城跡では、中城護佐丸太鼓や津覇の獅子舞
などの伝統芸能が披露され、参加者らをもてなしました。

歴史の道をウォーキング

　他国の文化を知り視
野を広げようと県営中
城団地自治会（狩俣直
美自治会長）が 2 月 2
日、浦添市にある JICA
国際交流センターの「ふ
れあい事業」に参加し
ました。
　親子30人がトンガや
パプアニューギニアな

ど 17 か国から来た研修生からそれぞれの国の文化を学び、
さらに、歌やゲームで楽しいひと時を過ごしました。

海外の研修生と交流
　県営団地自治会がJICAで多文化交流

護佐丸ウォークフェスティバルinハンタ道を開催

栄養価≪グラノーラ 100ｇ分≫
エネルギー：388Kcal
たんぱく質：7.5g　食物繊維：5.4g


